
扶所轄税務署長等

税務署長

市区町村長

給 与 の 支 払 者

の 名 称（ 氏 名 ）

給 与 の 支 払 者

の法人（ 個人）番号

※こ の申告書の提出を 受けた給与の支払者が記載し てく ださ い。

給 与 の 支 払 者

の 所 在地（ 住 所 ）

（ フ リ ガ ナ ）

あなたの氏名

明・ 大・ 昭
平・ 令 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 日年

世帯主の氏名

あなたの個人番号 あなたと の続柄

あなたの住所

又 は 居 所

（ 郵便番号　 　  －　 　  　  ）

あなたに源泉控除対象配偶者、障害者に該当する同一生計配偶者及び扶養親族がなく 、かつ、あなた自身が障害者、寡婦、ひとり 親又は勤労学生のいずれにも 該当し ない場合には、以下の各欄に記入する 必要はあり ません。

○住民税に関する事項（ こ の欄は、 地方税法第4 5 条の３ の２ 及び第3 1 7 条の３ の２ に基づき 、 給与の支払者を 経由し て 市区町村長に提出する 給与所得者の扶養親族等申告書の記載欄を 兼ねて いま す。）

従たる 給与につ
いての扶養控除

等申告書の提出

 （
提出し ている 場合

には、 ○印を付け

てく ださ い。 ）

区 分 等
（ フ リ ガ ナ ）

氏　 　 　 　 　 　 　 　 名

個　 　 人　 　 番　 　 号

あなたと の続柄 生 年 月 日

老 人 扶 養 親 族
（ 昭29.1.1以 前 生 ）

特 定 扶 養 親 族
（ 平 13.1.2 生～平17.1.1生）

異動月日及び事由
令和５ 年中に異動があった
場 合 に 記 載し てく ださ い

（ 以下同じです。）。（ ）
非居住者であ る 親族

生計を 一にする 事実

A  

円

円

円

円

円

B 
 

（ 平20.1.1以前生）

１

明・ 大

昭・ 平  ・ 　 　  ・

明・ 大

昭・ 平  ・ 　 　  ・

明・ 大

昭・ 平  ・ 　 　  ・

明・ 大

昭・ 平
 ・ 　 　  ・

明・ 大

昭・ 平  ・ 　 　  ・

□　 同居老親等

□　 その他

□　 特定扶養親族

□　 同居老親等

□　 その他

□　 特定扶養親族

□　 同居老親等

□　 その他

□　 特定扶養親族

□　 同居老親等

□　 その他

□　 特定扶養親族

□　 16歳以上30歳未満又は70歳以上
□　 留学
□　 障害者
□　 38万円以上の支払

□　 16歳以上30歳未満又は70歳以上
□　 留学
□　 障害者
□　 38万円以上の支払

□　 16歳以上30歳未満又は70歳以上
□　 留学
□　 障害者
□　 38万円以上の支払

□　 16歳以上30歳未満又は70歳以上
□　 留学
□　 障害者
□　 38万円以上の支払

２

３

４

C

□ 寡　 　 　 婦□ 障害者

上の該当する項目及び欄にチェックを付け、（ 　  ）内には該当する 扶養親族の人数を記入してください。

□ ひ と り 親

□ 勤 労 学 生

障害者又は勤労学生の内容（ この欄の記載に当たっては、裏面の「 ２ 　 記載についてのご注意」の⑻をお読みください。） 異動月日及び事由

D
他の所得者が
控除を 受ける
扶 養 親 族 等

氏　 　 　 　 　 名
あなたと の

続　 　 　 柄
生 年 月 日 住 所 又 は 居 所

控 除 を  受 け る  他 の 所 得 者
異 動 月 日 及 び 事 由

氏　 　 　 名 あなたとの続柄 住 所 又 は 居 所
明・ 大・ 昭

平・ 令 ・  　 ・

明・ 大・ 昭

平・ 令 ・  　 ・

16歳未満の
扶 養 親 族

（ 平20.1.2以後生）

退職手当等を有する
配偶者・ 扶養親族

（ フ リ ガ ナ ）
氏　 　 　 　 　 名 個 人 番 号

控 除 対 象 外 国 外 扶 養 親 族
（ 該当する 場合は〇印を 付けて く ださ い。 ）

非 居 住 者 で あ る 親 族
（ 該当する 項目にチェ ッ ク を 付け て く ださ い。 ）

令 和 ５ 年 中 の
所得の見積額（ ※）

１
円

円

円

２

該当者
区分

本　  人
同 一 生 計
配偶者（ 注2）

扶養親族

一 般 の 障 害 者 （  　 人）

特 別 障 害 者 （  　 人）

同居特別障害者 （  　 人）

あなたの生年月日

◎
こ
の
申
告
書
は
、
あ
な
た
の
給
与
に
つ
い
て
扶
養
控
除
、
障
害
者
控
除
な
ど
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
提
出
す

　

る
も
の
で
す
。

◎
こ
の
申
告
書
は
、
源
泉
控
除
対
象
配
偶
者
、
障
害
者
に
該
当
す
る
同
一
生
計
配
偶
者
及
び
扶
養
親
族
に
該
当
す

　

る
人
が
い
な
い
人
も
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
こ
の
申
告
書
は
、
2
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
の
1
か
所
に
し
か
提

　

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◎
こ
の
申
告
書
の
記
載
に
当
た
っ
て
は
、
裏
面
の
「
１

　
申
告
に
つ
い
て
の
ご
注
意
」
等
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

配偶者
の有無

有・ 無

主
た
る
給
与
か
ら
控
除
を
受
け
る

源 泉 控 除
対象配偶者

（ 注1）

控 除 対 象
扶 養 親 族

（ 16歳 以 上 ）

障害者、寡婦、
ひとり親又は
勤 労 学 生

平
・
令

平
・
令

明・大・昭

平・令 

異動月日及び事由生 年 月 日 住 所 又 は 居 所

（ フ リ ガ ナ ）
氏　 　 　 　 　 名 個 人 番 号

あなたと
の 続 柄

あなたと
の 続 柄

令 和 ５ 年 中 の
所得の見積額（ ※）

障害者

区　 分

□ 一般
□ 特別

□ 寡婦
□ ひと り 親

□ 配偶者

□ 30歳未満又は70歳以上

□ 障害者

□ 留学

□ 38万円以上の支払

異動月日及び事由 寡婦又はひとり 親生 年 月 日 住 所 又 は 居 所

所得の見積額
令和５ 年中の

月

令 和 ５ 年 分 　 給 与 所 得 者 の 扶 養 控 除 等 （ 異 動 ） 申 告 書

記載のし かたはこちら

（ 該当する 場合は〇印を付けてく ださ い。 ）

※ 　「 令和 ５ 年 中の
　 所得の 見積額」 欄
　 には、 退職所得を
　 除いた 所得の 見積
　 額を 記載し ま す。

住 所 又 は 居 所

・・  

・・  

・・  

（ 注）１ 　 源泉控除対象配偶者とは、所得者（ 令和５ 年中の所得の見積額が900万円以下の人に限ります。）と生計を一にする配偶者（ 青色事業専従者として給与の
支払を受ける人及び白色事業専従者を除きます。）で、令和５ 年中の所得の見積額が95万円以下の人をいいます。

　 　 ２ 　 同一生計配偶者とは、所得者と生計を一にする配偶者（ 青色事業専従者として給与の支払を受ける人及び白色事業専従者を除きます。）で、令和５ 年中の
所得の見積額が48万円以下の人をいいます。

６
30

14 18

6

6
6

6

6

6

6

21

21

６

扶所轄税務署長等

税務署長

市区町村長

給 与 の 支 払 者

の 名 称（ 氏 名 ）

給 与 の 支 払 者

の法人（ 個人）番号

※こ の申告書の提出を 受けた給与の支払者が記載し て く ださ い。

給 与 の 支 払 者

の 所 在地（ 住 所 ）

（ フ リ ガ ナ ）

あなたの氏名

明・ 大・ 昭
平・ 令 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 日年

世帯主の氏名

あなたの個人番号 あなたと の続柄

あなたの住所

又 は 居 所

（ 郵便番号　 　  －　 　  　  ）

あなたに源泉控除対象配偶者、障害者に該当する同一生計配偶者及び扶養親族がなく 、かつ、あなた自身が障害者、寡婦、ひとり 親又は勤労学生のいずれにも 該当し ない場合には、以下の各欄に記入する 必要はあり ません。

○住民税に関する事項（ こ の欄は、 地方税法第4 5 条の３ の２ 及び第3 1 7 条の３ の２ に基づき 、 給与の支払者を 経由し て市区町村長に提出する 給与所得者の扶養親族等申告書の記載欄を 兼ねて いま す。）

従たる給与につ

いての扶養控除

等申告書の提出

 （
提出し ている 場合

には、 ○印を付け

てく ださ い。 ）

区 分 等
（ フ リ ガ ナ ）

氏　 　 　 　 　 　 　 　 名

個　 　 人　 　 番　 　 号

あなたと の続柄 生 年 月 日

老 人 扶 養 親 族
（ 昭29.1.1以 前 生 ）

特 定 扶 養 親 族

（ 平 13.1.2 生～平17.1.1生）

異動月日及び事由
令和５ 年中に異動があった
場 合に 記 載し てく ださ い

（ 以下同じです。）。（ ）
非居住者であ る 親族

生計を 一にする 事実

A  

円

円

円

円

円

B 
 

（ 平20.1.1以前生）

１

明・ 大

昭・ 平
 ・ 　 　  ・

明・ 大

昭・ 平
 ・ 　 　  ・

明・ 大

昭・ 平  ・ 　 　  ・

明・ 大

昭・ 平  ・ 　 　  ・

明・ 大

昭・ 平
 ・ 　 　  ・

□　 同居老親等

□　 その他

□　 特定扶養親族

□　 同居老親等

□　 その他

□　 特定扶養親族

□　 同居老親等

□　 その他

□　 特定扶養親族

□　 同居老親等

□　 その他

□　 特定扶養親族

□　 16歳以上30歳未満又は70歳以上
□　 留学
□　 障害者
□　 38万円以上の支払

□　 16歳以上30歳未満又は70歳以上
□　 留学
□　 障害者
□　 38万円以上の支払

□　 16歳以上30歳未満又は70歳以上
□　 留学
□　 障害者
□　 38万円以上の支払

□　 16歳以上30歳未満又は70歳以上
□　 留学
□　 障害者
□　 38万円以上の支払

２

３

４

C

□ 寡　 　 　 婦□ 障害者

上の該当する項目及び欄にチェックを付け、（ 　  ）内には該当する 扶養親族の人数を記入してください。

□ ひ と り 親

□ 勤 労 学 生

障害者又は勤労学生の内容（ この欄の記載に当たっては、裏面の「 ２ 　 記載についてのご注意」の⑻をお読みください。） 異動月日及び事由

D
他の所得者が
控除を 受ける
扶 養 親 族 等

氏　 　 　 　 　 名
あなたと の

続　 　 　 柄
生 年 月 日 住 所 又 は 居 所

控 除 を  受 け る  他 の 所 得 者
異 動 月 日 及 び 事 由

氏　 　 　 名 あなたとの続柄 住 所 又 は 居 所
明・ 大・ 昭

平・ 令
・  　 ・

明・ 大・ 昭

平・ 令
・  　 ・

16歳未満の
扶 養 親 族

（ 平20.1.2以後生）

退職手当等を有する
配偶者・ 扶養親族

（ フ リ ガ ナ ）
氏　 　 　 　 　 名 個 人 番 号 控 除 対 象 外 国 外 扶 養 親 族

（ 該当する 場合は〇印を 付けて く ださ い。 ）

非 居 住 者 で あ る 親 族
（ 該当する 項目にチェ ッ ク を 付け てく ださ い。 ）

令 和 ５ 年 中 の
所得の見積額（ ※）

１
円

円

円

２

該当者
区分

本　  人
同 一 生 計
配偶者（ 注2）

扶養親族

一 般 の 障 害 者 （  　 人）

特 別 障 害 者 （  　 人）

同居特別障害者 （  　 人）

あなたの生年月日

◎
こ
の
申
告
書
は
、
あ
な
た
の
給
与
に
つ
い
て
扶
養
控
除
、
障
害
者
控
除
な
ど
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
提
出
す

　

る
も
の
で
す
。

◎
こ
の
申
告
書
は
、
源
泉
控
除
対
象
配
偶
者
、
障
害
者
に
該
当
す
る
同
一
生
計
配
偶
者
及
び
扶
養
親
族
に
該
当
す

　

る
人
が
い
な
い
人
も
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
こ
の
申
告
書
は
、
2
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
の
1
か
所
に
し
か
提

　

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◎
こ
の
申
告
書
の
記
載
に
当
た
っ
て
は
、
裏
面
の
「
１

　
申
告
に
つ
い
て
の
ご
注
意
」
等
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

配偶者
の有無

有・ 無

主
た
る
給
与
か
ら
控
除
を
受
け
る

源 泉 控 除
対象配偶者

（ 注1）

控 除 対 象
扶 養 親 族

（ 16歳 以 上 ）

障害者、寡婦、
ひとり親又は
勤 労 学 生

平
・
令

平
・
令

明・ 大・ 昭

平・令 

異動月日及び事由生 年 月 日 住 所 又 は 居 所

（ フ リ ガ ナ ）
氏　 　 　 　 　 名 個 人 番 号

あなたと
の 続 柄

あなたと
の 続 柄

令 和 ５ 年 中 の
所得の見積額（ ※）

障害者
区　 分

□ 一般
□ 特別

□ 寡婦
□ ひと り 親

□ 配偶者

□ 30歳未満又は70歳以上

□ 障害者

□ 留学

□ 38万円以上の支払

異動月日及び事由 寡婦又はひとり 親生 年 月 日 住 所 又 は 居 所

所得の見積額
令和５ 年中の

月

令 和 ５ 年 分 　 給 与 所 得 者 の 扶 養 控 除 等 （ 異 動 ） 申 告 書

記載のし かたはこちら

（ 該当する 場合は〇印を 付けてく ださ い。 ）

※　「 令和 ５ 年中 の
　 所得の見積額」 欄
　 には、 退職所得を
　 除い た 所得の見積
　 額を 記載し ま す。

住 所 又 は 居 所

・・  

・・  

・・  

（ 注）１ 　 源泉控除対象配偶者とは、所得者（ 令和５ 年中の所得の見積額が900万円以下の人に限ります。）と生計を一にする配偶者（ 青色事業専従者として給与の
支払を受ける人及び白色事業専従者を除きます。）で、令和５ 年中の所得の見積額が95万円以下の人をいいます。

　 　 ２ 　 同一生計配偶者とは、所得者と生計を一にする配偶者（ 青色事業専従者として給与の支払を受ける人及び白色事業専従者を除きます。）で、令和５ 年中の
所得の見積額が48万円以下の人をいいます。

６
30

14 18

6

6
6

6

6

6

6

21

21

６

扶所轄税務署長等

税務署長

市区町村長

給 与 の 支 払 者

の 名 称（ 氏 名 ）

給 与 の 支 払 者

の法人（ 個人）番号

※こ の申告書の提出を受けた給与の支払者が記載し てく ださ い。

給 与 の 支 払 者

の 所 在 地（ 住 所 ）

（ フ リ ガ ナ ）

あなたの氏名

明・ 大・ 昭
平・ 令 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 日年

世帯主の 氏名

あなたの個人番号 あなたと の続柄

あなたの住所

又 は 居 所

（ 郵便番号　 　  －　 　  　  ）

あなたに源泉控除対象配偶者、障害者に該当する同一生計配偶者及び扶養親族がなく 、かつ、あなた自身が障害者、寡婦、ひとり 親又は勤労学生のいずれにも該当し ない場合には、以下の各欄に記入する必要はあり ません。

○住民税に関する 事項（ こ の欄は、 地方税法第4 5 条の３ の２ 及び第3 1 7 条の３ の２ に基づき、 給与の支払者を経由し て市区町村長に提出する給与所得者の扶養親族等申告書の記載欄を兼ねています。）

従たる 給与につ
いての扶養控除

等申告書の提出

 （
提出し て いる 場合

には、 ○印を 付け

て く ださ い。 ）

区 分 等
（ フ リ ガ ナ ）

氏　 　 　 　 　 　 　 　 名

個　 　 人　 　 番　 　 号

あ なた と の続柄 生 年 月 日

老 人 扶 養 親 族
（ 昭29.1.1以前生）

特 定 扶 養 親 族
（ 平13.1.2 生～平17.1.1生）

異動月日及び事由
令和５ 年中に異動があった
場合に記載し てく ださ い

（ 以下同じです。）。（ ）
非居住者である 親族

生計を一にする 事実

A  

円

円

円

円

円

B 
 

（ 平20.1.1以前生）

１

明・ 大

昭・ 平  ・ 　 　  ・

明・ 大

昭・ 平  ・ 　 　  ・

明・ 大

昭・ 平  ・ 　 　  ・

明・ 大

昭・ 平  ・ 　 　  ・

明・ 大

昭・ 平  ・ 　 　  ・

□　 同居老親等

□　 その他

□　 特定扶養親族

□　 同居老親等

□　 その他

□　 特定扶養親族

□　 同居老親等

□　 その他

□　 特定扶養親族

□　 同居老親等

□　 その他

□　 特定扶養親族

□　 16歳以上30歳未満又は70歳以上
□　 留学
□　 障害者
□　 38万円以上の支払

□　 16歳以上30歳未満又は70歳以上
□　 留学
□　 障害者
□　 38万円以上の支払

□　 16歳以上30歳未満又は70歳以上
□　 留学
□　 障害者
□　 38万円以上の支払

□　 16歳以上30歳未満又は70歳以上
□　 留学
□　 障害者
□　 38万円以上の支払

２

３

４

C

□ 寡　 　 　 婦□ 障害者

上の該当する項目及び欄にチェックを付け、（ 　  ）内には該当する扶養親族の人数を記入してください。

□ ひ と り 親

□ 勤 労 学 生

障害者又は勤労学生の内容（ この欄の記載に当たっては、裏面の「 ２ 　 記載についてのご注意」の⑻をお読みください。） 異動月日及び事由

D
他の所得者が
控除を 受け る
扶 養 親 族 等

氏　 　 　 　 　 名
あなたと の

続　 　 　 柄
生 年 月 日 住 所 又 は 居 所

控 除 を  受 け る  他 の 所 得 者
異 動 月 日 及 び 事 由

氏　 　 　 名 あなたとの続柄 住 所 又 は 居 所
明・ 大・ 昭

平・ 令 ・  　 ・

明・ 大・ 昭

平・ 令 ・  　 ・

16歳未満の
扶 養 親 族

（ 平20.1.2以後生）

退職手当等を有する
配偶者・ 扶養親族

（ フ リ ガ ナ ）
氏　 　 　 　 　 名 個 人 番 号 控 除 対 象 外 国 外 扶 養 親 族

（ 該当する 場合は〇印を 付けて く ださ い。 ）

非 居 住 者 で あ る 親 族
（ 該当する 項目にチェ ッ ク を 付けて く ださ い。 ）

令 和 ５ 年 中 の
所得の見積額（ ※）

１
円

円

円

２

該当者
区分

本　  人
同 一 生 計
配偶者（ 注2）

扶養親族

一 般 の 障 害 者 （  　 人）

特 別 障 害 者 （  　 人）

同居特別障害者 （  　 人）

あなたの生年月日

◎
こ
の
申
告
書
は
、
あ
な
た
の
給
与
に
つ
い
て
扶
養
控
除
、
障
害
者
控
除
な
ど
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
提
出
す

　

る
も
の
で
す
。

◎
こ
の
申
告
書
は
、
源
泉
控
除
対
象
配
偶
者
、
障
害
者
に
該
当
す
る
同
一
生
計
配
偶
者
及
び
扶
養
親
族
に
該
当
す

　

る
人
が
い
な
い
人
も
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
こ
の
申
告
書
は
、
2
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
の
1
か
所
に
し
か
提

　

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◎
こ
の
申
告
書
の
記
載
に
当
た
っ
て
は
、
裏
面
の
「
１

　
申
告
に
つ
い
て
の
ご
注
意
」
等
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

配偶者

の有無
有・ 無

主
た
る
給
与
か
ら
控
除
を
受
け
る

源 泉 控 除

対象配偶者
（ 注1）

控 除 対 象

扶 養 親 族
（ 16歳 以 上 ）

障害者、寡婦、
ひとり 親又は
勤 労 学 生

平
・
令

平
・
令

明・ 大・ 昭

平・ 令 

異動月日及び事由生 年 月 日 住 所 又 は 居 所

（ フ リ ガ ナ ）
氏　 　 　 　 　 名 個 人 番 号

あなたと
の 続柄

あなたと
の 続柄

令 和 ５ 年 中 の
所得の見積額（ ※）

障害者

区　 分

□ 一般
□ 特別

□ 寡婦
□ ひと り 親

□ 配偶者

□ 30歳未満又は70歳以上

□ 障害者

□ 留学

□ 38万円以上の支払

異動月日及び事由 寡婦又はひとり 親生 年 月 日 住 所 又 は 居 所

所得の見積額
令和５ 年中の

月

令 和 ５ 年 分 　 給 与 所 得 者 の 扶 養 控 除 等 （ 異 動 ） 申 告 書

記載のし かたはこ ちら

（ 該当する 場合は〇印を 付けて く ださ い。 ）

※　「 令和５ 年中の
　 所得の見積額」 欄
　 には、 退職所得を
　 除いた所得の見積
　 額を 記載し ます。

住 所 又 は 居 所

・・  

・・  

・・  

（ 注）１ 　 源泉控除対象配偶者とは、所得者（ 令和５ 年中の所得の見積額が900万円以下の人に限ります。）と生計を一にする配偶者（ 青色事業専従者として給与の
支払を受ける人及び白色事業専従者を除きます。）で、令和５ 年中の所得の見積額が95万円以下の人をいいます。

　 　 ２ 　 同一生計配偶者とは、所得者と生計を一にする配偶者（ 青色事業専従者として給与の支払を受ける人及び白色事業専従者を除きます。）で、令和５ 年中の
所得の見積額が48万円以下の人をいいます。

６
30

14 18

6

6
6

6

6

6

6

21

21

６

１ 　 氏名、 住所などの記入

❶ 所轄税務署長等

給与の支払者の所在地等の所轄税務署長と あなたの住所地等の市区町村
長を記載し ま す。

❷ 給与の支払者の法人（ 個人） 番号

こ の申告書を受理し た給与の支払者が、 給与の支払者の個人番号又は法
人番号を付記する ため、 あなたが記載する 必要はあり ま せん。

❸ あなたの個人番号

あなたの個人番号を記載する 必要があり ま すが、 一定の要件の下、 個人
番号の記載を要し ない場合があり ま すので、 給与の支払者に確認し てく
ださ い。

❹ 従たる給与についての扶養控除等申告書の提出

２ か所以上から 給与の支払を受けている 人が、 他の給与の支払者に「 従た
る 給与についての扶養控除等申告書」を提出し ている 場合に◯を付けます。

２ 　 源泉控除対象配偶者、 控除対象扶養親族の記入

❶ A　 源泉控除対象配偶者

あなた（ 令和６ 年中の合計所得金額の見積額が９００ 万円以下の人に限り
ま す。） と 生計を 一にする 配偶者（ 青色事業専従者と し て給与の支払を
受ける 人及び白色事業専従者を 除き ま す。） で令和６ 年中の合計所得金
額の見積額が９５万円以下の人について記載し ま す。
なお、 年末調整において、 配偶者（ 特別） 控除の適用を受けるには、 この欄の

記載の有無に関わらず「 給与所得者の配偶者控除等申告書」 の提出が必要です。

❷ B　 控除対象扶養親族

次の扶養親族について記載します。
イ 　 居住者のう ち、 年齢１６歳以上の人（ 平成２１年１ 月１ 日以前に生まれた人）
ロ 　 非居住者のう ち、 次のいずれかに該当する人
　（ イ）　 年齢１６歳以上３０歳未満の人（ 平成７ 年１ 月２ 日から平成２１年１ 月１

日までの間に生まれた人）
　（ ロ）　 年齢７０歳以上の人（ 昭和３０年１ 月１ 日以前に生まれた人）

　（ ハ）　 年齢３０歳以上７０ 歳未満の人（ 昭和３０ 年１ 月２ 日から 平成７ 年１ 月
１ 日までの間に生まれた人） のう ち、「 留学により 国内に住所及び居所を
有し なくなった人」、「 障害者」 又は「 あなたから 令和６ 年中において生
活費又は教育費に充てるための支払を３８万円以上受ける人」

※「 扶養親族」 とは、 あなたと 生計を一にする親族（ 配偶者、 青色事業専従者
として給与の支払を受ける人及び白色事業専従者を除きます。） で令和６ 年中
の合計所得金額の見積額が４８万円以下の人をいいます。

　 　 なお、 児童福祉法の規定により 養育を委託されたいわゆる里子や老人福
祉法の規定により 養護を委託されたいわゆる養護老人で、 あなたと 生計を一
にし 、 令和６ 年中の合計所得金額の見積額が４８万円以下の人も扶養親族に

含まれます。

❸ 個人番号

源泉控除対象配偶者及び控除対象扶養親族の個人番号を記載する 必要が
あり ま すが、 一定の要件の下、 個人番号の記載を要し ない場合があり ま
すので、 給与の支払者に確認し てく ださ い。

神田

練馬

○○○○　 株式会社 山川　 太郎 山川　 太郎

本人

ヤマカワ 　 タ ロ ウ

17 6

55 1 1

0 00 6

東京都千代田区神田錦町３ -3 東京都練馬区栄町 23-7

１ １ ２ ２ ３ ３ ４ ４ ５ ５ ６ ６ ７ １ １ ２ ２ ３ ３ ４ ４ ５ ５ ６ ６

●❶
●❷ ●❸

●❹

〇　 令和６ 年分　 給与所得者の扶養控除等申告書

１

３

４

２

神田

練馬

○○○○　 株式会社 山川　 太郎

山川　 明子

山川　 一郎

山川　 二郎

山川　 隆雄

山川　 太郎

本人

ヤマカ ワ 　 タ ロ ウ

ヤマカ ワ 　 アキ コ

ヤマカ ワ 　 イ チロ ウ

ヤマカ ワ 　 ジロ ウ

ヤマカ ワ 　 タ カ オ

ヤマカワ 　 サブロ ウ

山川　 三郎

176

55 1 1

00 06

東京都千代田区神田錦町３ -3 東京都練馬区栄町 23-7

１ １ ２ ２ ３ ３ ４ ４ ５ ５ ６ ６ ７ １ １ ２ ２ ３ ３ ４ ４ ５ ５ ６ ６

55 10 5

2 2 3 3 4 4 5 5 6 6 7 7

子

400,000
東京都練馬区栄町 2 3 -7

東京都練馬区栄町 2 3-7

1 2 3 4 Ko k uz e i St r e e t, ・ ・ ・ USA

〃

山川隆雄、 身体障害者３ 級　 身体障害者手帳　 平成 27 年４ 月 11 日交付

300,000

0

０

子

父

14 2 4

19 5 17

20

722 5

1

5 8

5 5 6 6 7 7 8 8 9 9 0 0 子 東京都練馬区栄町 2 3-7

3 3 4 4 5 5 6 6 7 7 8 8

4 4 5 5 6 6 7 7 8 8 9 9

０

山川　 明子

山川　 一郎

山川　 二郎

山川　 隆雄

ヤマカワ 　 アキコ

ヤマカワ 　 イ チロ ウ

ヤマカワ 　 ジロ ウ

ヤマカワ 　 タ カオ

55 10 5

2 2 3 3 4 4 5 5 6 6 7 7

子

400 ,000
東京都練馬区栄町 23-7

東京都練馬区栄町 23-7

1  2  3  4 Ko k uz e i St r e e t, ・ ・ ・ USA

〃
300 ,000

０

子

父

14 2 4

19 5 17

20 5 8

3 3 4 4 5 5 6 6 7 7 8 8

4 4 5 5 6 6 7 7 8 8 9 9

●❶

●
❷

❸ ●❹
●❺

●❻

０

※マイナンバーは記入不可
　　記入があった場合、再提出を求めます



扶所轄税務署長等

税務署長

市区町村長

給 与 の 支 払 者

の 名 称（ 氏 名 ）

給 与 の 支 払 者

の法人（ 個人）番号

※こ の申告書の提出を受けた給与の支払者が記載し てく ださ い。

給 与 の 支 払 者

の 所 在 地（ 住 所 ）

（ フ リ ガ ナ ）

あなたの氏名

明・ 大・ 昭
平・ 令 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 日年

世帯主の 氏名

あなたの個人番号 あ なたと の続柄

あなたの住所

又 は 居 所

（ 郵便番号　 　  －　 　  　  ）

あなたに源泉控除対象配偶者、障害者に該当する同一生計配偶者及び扶養親族がなく 、かつ、あなた自身が障害者、寡婦、ひとり 親又は勤労学生のいずれにも 該当し ない場合には、以下の各欄に記入する 必要はあり ません。

○住民税に関する 事項（ こ の欄は、 地方税法第4 5 条の３ の２ 及び第3 1 7 条の３ の２ に基づき 、 給与の支払者を経由し て市区町村長に提出する 給与所得者の扶養親族等申告書の記載欄を兼ねています。）

従たる給与につ

いての扶養控除

等申告書の提出

 （
提出し ている 場合

には、 ○印を 付け

てく ださ い。 ）

区 分 等
（ フ リ ガ ナ ）

氏　 　 　 　 　 　 　 　 名

個　 　 人　 　 番　 　 号

あなたと の続柄 生 年 月 日

老 人 扶 養 親 族
（ 昭29.1.1以前生）

特 定 扶 養 親 族
（ 平13.1.2 生～平17.1.1生）

異動月日及び事由
令和５ 年中に異動があった
場合に記載し てく ださ い

（ 以下同じです。）。（ ）
非居住者である 親族

生計を 一にする 事実

A  

円

円

円

円

円

B 
 

（ 平20.1.1以前生）

１

明・ 大

昭・ 平  ・ 　 　  ・

明・ 大
昭・ 平  ・ 　 　  ・

明・ 大
昭・ 平  ・ 　 　  ・

明・ 大
昭・ 平  ・ 　 　  ・

明・ 大
昭・ 平  ・ 　 　  ・

□　 同居老親等

□　 その他

□　 特定扶養親族

□　 同居老親等

□　 その他

□　 特定扶養親族

□　 同居老親等
□　 その他

□　 特定扶養親族

□　 同居老親等
□　 その他

□　 特定扶養親族

□　 16歳以上30歳未満又は70歳以上
□　 留学
□　 障害者
□　 38万円以上の支払

□　 16歳以上30歳未満又は70歳以上
□　 留学
□　 障害者
□　 38万円以上の支払

□　 16歳以上30歳未満又は70歳以上
□　 留学
□　 障害者
□　 38万円以上の支払

□　 16歳以上30歳未満又は70歳以上
□　 留学
□　 障害者
□　 38万円以上の支払

２

３

４

C

□ 寡　 　 　 婦□ 障害者

上の該当する項目及び欄にチェックを付け、（ 　  ）内には該当する扶養親族の人数を記入してください。

□ ひ と り 親

□ 勤 労 学 生

障害者又は勤労学生の内容（ この欄の記載に当たっては、裏面の「 ２ 　 記載についてのご注意」の⑻をお読みください。） 異動月日及び事由

D
他の所得者が
控除を 受け る
扶 養 親 族 等

氏　 　 　 　 　 名
あなたと の
続　 　 　 柄

生 年 月 日 住 所 又 は 居 所
控 除 を 受 け る  他 の 所 得 者

異 動 月 日 及 び 事 由
氏　 　 　 名 あなたとの続柄 住 所 又 は 居 所

明・ 大・ 昭
平・ 令 ・  　 ・

明・ 大・ 昭

平・ 令 ・  　 ・

16歳未満の
扶 養 親 族

（ 平20.1.2以後生）

退職手当等を有する
配偶者・ 扶養親族

（ フ リ ガ ナ ）
氏　 　 　 　 　 名 個 人 番 号 控 除 対 象 外 国 外 扶 養 親 族

（ 該当する場合は〇印を付けてく ださ い。 ）

非 居 住 者 で あ る 親 族
（ 該当する 項目にチェ ッ ク を付けてく ださ い。 ）

令 和 ５ 年 中 の
所得の見積額（ ※）

１
円

円

円

２

該当者
区分

本　  人
同 一 生 計
配偶者（ 注2）

扶養親族

一 般 の 障 害 者 （  　 人）

特 別 障 害 者 （  　 人）

同居特別障害者 （  　 人）

あなたの生年月日

◎
こ
の
申
告
書
は
、
あ
な
た
の
給
与
に
つ
い
て
扶
養
控
除
、
障
害
者
控
除
な
ど
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
提
出
す

　

る
も
の
で
す
。

◎
こ
の
申
告
書
は
、
源
泉
控
除
対
象
配
偶
者
、
障
害
者
に
該
当
す
る
同
一
生
計
配
偶
者
及
び
扶
養
親
族
に
該
当
す

　

る
人
が
い
な
い
人
も
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
こ
の
申
告
書
は
、
2
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
の
1
か
所
に
し
か
提

　

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◎
こ
の
申
告
書
の
記
載
に
当
た
っ
て
は
、
裏
面
の
「
１

　
申
告
に
つ
い
て
の
ご
注
意
」
等
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

配偶者
の有無

有・ 無

主
た
る
給
与
か
ら
控
除
を
受
け
る

源 泉 控 除
対象配偶者

（ 注1）

控 除 対 象
扶 養 親 族

（ 16歳 以 上 ）

障害者、寡婦、
ひとり 親又は
勤 労 学 生

平
・
令

平
・
令

明・大・昭

平・令 

異動月日及び事由生 年 月 日 住 所 又 は 居 所

（ フ リ ガ ナ ）
氏　 　 　 　 　 名 個 人 番 号

あなたと
の 続柄

あなたと
の 続柄

令 和 ５ 年 中 の
所得の見積額（ ※）

障害者
区　 分

□ 一般
□ 特別

□ 寡婦
□ ひと り 親

□ 配偶者

□ 30歳未満又は70歳以上

□ 障害者

□ 留学

□ 38万円以上の支払

異動月日及び事由 寡婦又はひとり 親生 年 月 日 住 所 又 は 居 所

所得の見積額
令和５ 年中の

月

令 和 ５ 年 分 　 給 与 所 得 者 の 扶 養 控 除 等 （ 異 動 ） 申 告 書

記載のし かたはこちら

（ 該当する 場合は〇印を付けてく ださ い。 ）

※　「 令和５ 年中の
　 所得の見積額」 欄
　 には、 退職所得を
　 除いた所得の見積
　 額を 記載し ま す。

住 所 又 は 居 所

・・  

・・  

・・  

（ 注）１ 　 源泉控除対象配偶者とは、所得者（ 令和５ 年中の所得の見積額が900万円以下の人に限ります。）と 生計を一にする配偶者（ 青色事業専従者として給与の
支払を受ける人及び白色事業専従者を除きます。）で、令和５ 年中の所得の見積額が95万円以下の人をいいます。

　 　 ２ 　 同一生計配偶者とは、所得者と生計を一にする配偶者（ 青色事業専従者として給与の支払を受ける人及び白色事業専従者を除きます。）で、令和５ 年中の
所得の見積額が48万円以下の人をいいます。
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扶所轄税務署長等

税務署長

市区町村長

給 与 の 支 払 者

の 名 称（ 氏 名 ）

給 与 の 支 払 者

の法人（ 個人）番号

※こ の申告書の提出を 受けた給与の支払者が記載し てく ださ い。

給 与 の 支 払 者

の 所在地（ 住所）

（ フ リ ガ ナ ）

あなたの氏名

明・ 大・ 昭
平・ 令 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 日年

世帯主の 氏名

あなたの個人番号 あなたと の続柄

あなたの住所

又 は 居 所

（ 郵便番号　 　  －　 　  　  ）

あなたに源泉控除対象配偶者、障害者に該当する同一生計配偶者及び扶養親族がなく 、かつ、あなた自身が障害者、寡婦、ひとり 親又は勤労学生のいずれにも 該当し ない場合には、以下の各欄に記入する必要はあり ません。

○住民税に関する事項（ こ の欄は、 地方税法第4 5 条の３ の２ 及び第3 1 7 条の３ の２ に基づき、 給与の支払者を経由し て市区町村長に提出する給与所得者の扶養親族等申告書の記載欄を兼ねています。）

従たる 給与につ
いての扶養控除
等申告書の提出

 （
提出し ている 場合

には、 ○印を付け

てく ださ い。 ）

区 分 等
（ フ リ ガ ナ ）

氏　 　 　 　 　 　 　 　 名

個　 　 人　 　 番　 　 号

あなたと の続柄 生 年 月 日

老 人 扶 養 親 族
（ 昭29.1.1以 前生 ）

特 定 扶 養 親 族
（ 平 13.1.2 生～平17.1.1生）

異動月日及び事由
令和５ 年中に異動があった
場 合に 記 載し てく ださ い

（ 以下同じです。）。（ ）
非居住者である 親族

生計を 一にする 事実

A  

円

円

円

円

円

B 
 

（ 平20.1.1以前生）

１

明・ 大

昭・ 平  ・ 　 　  ・

明・ 大

昭・ 平  ・ 　 　  ・

明・ 大

昭・ 平  ・ 　 　  ・

明・ 大

昭・ 平  ・ 　 　  ・

明・ 大

昭・ 平  ・ 　 　  ・

□　 同居老親等

□　 その他

□　 特定扶養親族

□　 同居老親等
□　 その他

□　 特定扶養親族

□　 同居老親等
□　 その他

□　 特定扶養親族

□　 同居老親等

□　 その他

□　 特定扶養親族

□　 16歳以上30歳未満又は70歳以上
□　 留学
□　 障害者
□　 38万円以上の支払

□　 16歳以上30歳未満又は70歳以上
□　 留学
□　 障害者
□　 38万円以上の支払

□　 16歳以上30歳未満又は70歳以上
□　 留学
□　 障害者
□　 38万円以上の支払

□　 16歳以上30歳未満又は70歳以上
□　 留学
□　 障害者
□　 38万円以上の支払

２

３

４

C

□ 寡　 　 　 婦□ 障害者

上の該当する項目及び欄にチェックを付け、（ 　  ）内には該当する扶養親族の人数を記入してください。

□ ひ と り 親

□ 勤 労 学 生

障害者又は勤労学生の内容（ この欄の記載に当たっては、裏面の「 ２ 　 記載についてのご注意」の⑻をお読みください。） 異動月日及び事由

D
他の所得者が
控除を 受け る
扶 養 親 族 等

氏　 　 　 　 　 名
あなたと の
続　 　 　 柄

生 年 月 日 住 所 又 は 居 所
控 除 を  受 け る  他 の 所 得 者

異 動 月 日 及 び 事 由
氏　 　 　 名 あなたとの続柄 住 所 又 は 居 所

明・ 大・ 昭

平・ 令 ・  　 ・

明・ 大・ 昭

平・ 令 ・  　 ・

16歳未満の
扶 養 親 族

（ 平20.1.2以後生）

退職手当等を有する
配偶者・ 扶養親族

（ フ リ ガ ナ ）
氏　 　 　 　 　 名 個 人 番 号 控除対象外国外扶養親族

（ 該当する 場合は〇印を付けてく ださ い。 ）

非 居 住 者 で あ る 親 族
（ 該当する 項目にチェ ッ ク を 付けてく ださ い。 ）

令 和 ５ 年 中 の
所得の見積額（ ※）

１
円

円

円

２

該当者
区分

本　  人
同 一 生 計
配偶者（ 注2）

扶養親族

一 般 の 障 害 者 （  　 人）

特 別 障 害 者 （  　 人）

同居特別障害者 （  　 人）

あなたの生年月日

◎
こ
の
申
告
書
は
、
あ
な
た
の
給
与
に
つ
い
て
扶
養
控
除
、
障
害
者
控
除
な
ど
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
提
出
す

　

る
も
の
で
す
。

◎
こ
の
申
告
書
は
、
源
泉
控
除
対
象
配
偶
者
、
障
害
者
に
該
当
す
る
同
一
生
計
配
偶
者
及
び
扶
養
親
族
に
該
当
す

　

る
人
が
い
な
い
人
も
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
こ
の
申
告
書
は
、
2
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
の
1
か
所
に
し
か
提

　

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◎
こ
の
申
告
書
の
記
載
に
当
た
っ
て
は
、
裏
面
の
「
１

　
申
告
に
つ
い
て
の
ご
注
意
」
等
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

配偶者
の有無

有・ 無

主
た
る
給
与
か
ら
控
除
を
受
け
る

源 泉 控 除
対象配偶者

（ 注1）

控 除 対 象
扶 養 親 族

（ 16歳以上）

障害者、寡婦、
ひとり 親又は
勤 労 学 生

平
・
令

平
・
令

明・大・ 昭

平・ 令 

異動月日及び事由生 年 月 日 住 所 又 は 居 所

（ フ リ ガ ナ ）
氏　 　 　 　 　 名 個 人 番 号

あなたと
の続柄

あなたと
の続柄

令 和 ５ 年 中 の
所得の見積額（ ※）

障害者
区　 分

□ 一般
□ 特別

□ 寡婦
□ ひと り 親

□ 配偶者

□ 30歳未満又は70歳以上

□ 障害者

□ 留学

□ 38万円以上の支払

異動月日及び事由 寡婦又はひとり 親生 年 月 日 住 所 又 は 居 所

所得の見積額
令和５ 年中の

月

令 和 ５ 年 分 　 給 与 所 得 者 の 扶 養 控 除 等 （ 異 動 ） 申 告 書

記載のしかたはこちら

（ 該当する 場合は〇印を 付けてく ださ い。 ）

※　「 令和５ 年中の
　 所得の見積額」 欄
　 には、 退職所得を
　 除いた所得の見積
　 額を記載し ます。

住 所 又 は 居 所

・・  

・・  

・・  

（ 注）１ 　 源泉控除対象配偶者とは、所得者（ 令和５ 年中の所得の見積額が900万円以下の人に限ります。）と生計を一にする配偶者（ 青色事業専従者として給与の
支払を受ける人及び白色事業専従者を除きます。）で、令和５ 年中の所得の見積額が95万円以下の人をいいます。

　 　 ２ 　 同一生計配偶者とは、所得者と生計を一にする配偶者（ 青色事業専従者として給与の支払を受ける人及び白色事業専従者を除きます。）で、令和５ 年中の
所得の見積額が48万円以下の人をいいます。
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❹ 老人扶養親族（ 昭 30.1.1 以前生）

控除対象扶養親族が年齢７０ 歳以上（ 昭和３０ 年１ 月１ 日以前生） の場合
には、 次のと おり いずれかにチェ ッ ク を付けま す。
①その人があなた又はあなたの配偶者の直系尊属で、 あなた又はあなたの

配偶者のいずれかと 同居を常況と し ている 人である と き ⇒「 同居老親等」
②その人が①以外の人である と き ⇒「 その他」

❺ 特定扶養親族（ 平 14.1.2 生～平 18.1.1 生）

控除対象扶養親族が年齢１９歳以上２３歳未満（ 平成１４年１ 月２ 日～平成１８
年１ 月１ 日生） の場合に、 チェ ッ ク を付けま す。

❻ 非居住者である親族

源泉控除対象配偶者が非居住者である 場合には、「 非居住者である 親族」
欄に〇印を付けま す。
ま た、 控除対象扶養親族が非居住者であり 、 その非居住者の年齢が１６歳
以上３０ 歳未満又は７０ 歳以上である 場合には「 非居住者である 親族」 欄
の「 １６ 歳以上３０ 歳未満又は７０ 歳以上」 にチェ ッ ク を 付け、３０ 歳以上７０
歳未満の場合には、「 留学」、「 障害者」 又は「 ３８ 万円以上の支払」 のう
ち該当する いずれかの項目にチェ ッ ク を付けま す。
　 源泉控除対象配偶者や控除対象扶養親族が非居住者である 場合、 親族
関係書類の添付等が必要です。
　 ま た、 上記の「 留学」 にチェ ッ ク を付けた場合は、 留学ビザ等書類の
添付等が必要です。

●（ 参考）
①収入が給与所得のみの場合の給与等の収入金額と 所得金額の関係は、

次の表のと おり です（ 特定支出控除の適用がある 場合を除き ま す。）。

給与の収入金額 所得金額

所得金額調整控除の適用を受ける 場合 １１,１００,０００ 円
９,０００,０００円

所得金額調整控除の適用を受けない場合 １０,９５０,０００ 円

１,５００,０００ 円 ９５０,０００円

１,０３０,０００円 ４８０,０００円

②収入が公的年金等に係る 雑所得のみの場合の公的年金等の収入金額と
所得金額の関係は、 次の表のと おり です。

 公的年金等の収入金額 所得金額

６５歳未満
１,６３３,３３４円 ９５０,０００ 円

１,０８０,０００円 ４８０,０００ 円

６５歳以上
２,０５０,０００円 ９５０,０００ 円

１,５８０,０００円 ４８０,０００円

※　 記載欄が足り ない場合は、 適宜の様式に記載し て、 こ の申告書に添
付し てく ださ い。

３ 　 障害者、 寡婦、 ひと り 親又は勤労学生の記入

４ 　 住民税に関する事項の記入

❶ 同一生計配偶者

同一生計配偶者が一般の障害者、 特別障害者又は同居特別障害者に該当
する 場合には、 該当する 欄にチェ ッ ク を付けま す。
※「 同一生計配偶者」 と は、 あなたと 生計を一にする 配偶者（ 青色事業

専従者と し て給与の支払を受ける 人及び白色事業専従者を除き ま す。）

で、令和６ 年中の合計所得金額の見積額が４８万円以下の人をいいま す。

❷ 扶養親族

扶養親族が一般の障害者、 特別障害者又は同居特別障害者に該当する 場
合には、 該当する 欄にチェ ッ ク を付けま す。
なお、 障害者控除の対象と なる 扶養親族は、 控除対象扶養親族と は異な
り 、 年齢１６歳未満（ 平成２１年１ 月２ 日以後生） の扶養親族も 対象と なり
ま す。

❸ 寡婦　 など

あなたが寡婦、 ひと り 親、勤労学生に該当する 場合にチェ ッ ク を 付けま す。

❹ 障害者又は勤労学生の内容

左記の障害者又は勤労学生に該当する （ 人がいる ） 場合、 その該当する
事実やその人の氏名を記載し ま す。

（ 例） 障害者の場合…障害の状態又は交付を 受けている 手帳など の種類
と 交付年月日、 障害の程度（ 等級） など の障害者に該当する 事実
を記載し ま す。

❶ 16 歳未満の扶養親族（ 平 21.1.2 以後生）

年齢１６歳未満（ 平成２１年１ 月２ 日以後生）の扶養親族について記載し ま す。

❷ 控除対象外国外扶養親族

国内に住所を有し ない１６歳未満の扶養親族に該当する 場合に○を付けます。
こ の場合、 親族関係書類及び送金関係書類を令和７ 年３ 月１７日までに住所
所在地の市区町村に提出し なければなら ない場合があり ます。

❸ 退職手当等を有する配偶者・ 扶養親族

退職手当等（ 源泉徴収さ れる も のに限り ます。 以下同じ です。） の支払を受
ける 配偶者（ あなたと 生計を一にする 配偶者で、 令和６ 年中の退職所得を
除いた合計所得金額の見積額が１３３万円以下である も のに限り ます。） 又は
扶養親族について記載し ます。

❹ 非居住者である親族

退職手当等の支払を受ける 配偶者が非居住者である 場合には、「 非居住者で
ある 親族」 欄の「 配偶者」 にチェッ ク を付けます。
また、 退職手当等の支払を受ける 扶養親族が非居住者であり 、 その非居住
者の年齢が３０歳未満又は７０歳以上である 場合には「 非居住者である 親族」
欄の「 ３０歳未満又は７０歳以上」 にチェ ッ ク を付け、３０歳以上７０歳未満の場
合には、「 留学」（ 留学によ り 国内に住所及び居所を有し なく なった人）、「 障
害者」 又は「 ３８万円以上の支払」（ あなたから 令和６ 年中において生活費
又は教育費に充てる ための支払を３８万円以上受ける 人） のう ち該当する い
ずれかの項目にチェッ ク を付けます。
こ の場合、 親族関係書類、 留学ビザ等書類、 送金関係書類及び３８万円送金
書類を令和７ 年３ 月１７日ま でに住所所在地の市区町村に提出し なければな
ら ない場合があり ます。

❺ 令和６ 年中の所得の見積額（ 退職所得を除く ）

令和６ 年中の退職所得の金額を 除いた合計所得金額の見積額を記載し ま
す。

❻ 障害者区分

退職手当等の支払を受ける 配偶者のう ち同一生計配偶者（ あなたと 生計を
一にする 配偶者で、 令和６ 年中の退職所得を除いた合計所得金額の見積額
が４８万円以下である 人をいいま す。） 又は扶養親族について、 その配偶者
又は扶養親族が障害者である 場合は「 一般」 にチェ ッ ク を付け、 特別障害
者である 場合は「 特別」 にチェ ッ ク を付けます。

❼ 寡婦又はひと り 親

退職所得を除く と 令和６ 年中の合計所得金額の見積額が４８万円以下と なる
扶養親族を有する こ と によ り 、 あなたが寡婦又はひと り 親に該当する 場合
に、 チェ ッ ク を付けます。

※１ 　 記載欄が足り ない場合は、 適宜の様式に記載し て、 こ の申告書に添
付し てく ださ い。

　 ２ 　 住民税では、 扶養親族等の要件と さ れる 所得の金額には、 退職所得
の金額は含めないこ と と さ れています。

　 ３ 　「 住民税に関する 事項」 欄については、 ご不明な点などがあり まし た
ら 、 お住まいの市区町村へお尋ねく ださ い。

山川隆雄、 身体障害者３ 級　 身体障害者手帳　 平成 27 年４ 月 11 日交付
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